
取手市政策情報紙

取手駅西口A街区再開発
桑原地区 新しいまちづくり
アートをより「日常」に とりでアートギャラリー
より利用しやすく変わります
           取手ウェルネスプラザ

「蘖」とは伐（き）った草木の根株から出た芽のことです。

草木の根元から力強く萌え出る姿に、市民の皆さんと共

に築いていく「明日のとりで」への思いを託しました。

　今号は地域を活性化し、魅力度を向上させる事業がテーマ。写真は取手駅西口 A 街区周辺の変遷です。
同区では地権者による市街地再開発準備組合が設立され、具体的な事業計画の検討がスタートしました。

昭和 46 年 昭和 57 年

平成 29 年 昭和 60 年

夢 あ る ま ち へ



A 街区 取手駅西口
国道６号

取手ウェル
ネスプラザ

サイクルステー
ションとりで

交通広場

取手駅西口 A 街区再開発
　取手駅西口Ａ街区（約0.7㌶）では、地権者の皆さんによる市街地再開発事業
の検討が進められています。
　市は、地権者の皆さんへの支援を行いつつ、再開発事業に併せＡ街区内に交流・
活動の場や、市民サービス機能、緑化空間などの整備を行います。再開発によっ
て駅周辺がにぎわいと活力に満ちた魅力あるまちとなるよう、地権者の皆さん・
事業協力者・市の三者が一体となって計画の検討を進めていきます。

高層住宅と公共公益施設・商業施設の整備イメージ
※平成29年度に事業協力者が提案したイメージ図です。今後の協議などにより変更となる場合があります

■取手駅西口地区におけるまちづくり

取手ウェルネスプラザ

◆現在は…
　基本構想や、事業協力者からの提案などを基に、
具体的な検討が進められています。

サイクルステーション
とりで

◆西口地区のこれまでの土地利用
　平成23年度に「取手駅北土地利用構想」を策定。

「健康・医療・福祉、そして環境」をコンセプトと
したまちづくりを進めることを位置付けました。

　この構想を基に、取手ウェルネスプラザな
どが整備され、市民交流や健康づくり、子育
て支援のための拠点整備を進めてきました。

◆A街区の土地利用の検討状況
　28年度から地権者の皆さんによる市街地再開発
事業の実現に向けた検討が進められています。

　市は、取手駅北土地利用構想の方針を基に、
29年に地権者の皆さんと「取手駅西口A街区
再開発基本構想」を策定。開発コンセプトや
導入機能などを定めました。

◆市街地再開発事業とは？
　都市再開発法に基づき、
すでに建物が建ち並んでい
る市街地をリニューアルす
る事業です。細分化された
土地を共同利用し、高層ビ
ルや高層マンションなどに
建て替えたり、道路や広場
などの公共施設を整備した
りするものです。

歩行者デッキ
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取手駅西口　Ａ街区再開発

滞留空間の整備イメージ
※平成29年度に事業協力者が提案したイメージ図です。
今後の協議などにより変更となる場合があります

■事業スケジュール

▼準備組合が設立
　６月29日、「取手駅西口A街区地区市街地再開発準備
組合」の設立総会が開催されました。理事や監事の選出、
元年度の事業計画・収支予算などが承認されました。

▼総会で事業協力者を承認
　準備組合が、株式会社大京、戸田建設株式
会社を事業協力者として承認。
　事業計画の検討などに協力していくことになりました。

　Ａ街区再開発事業は、土地区画整理事業による造成工事が完了した後、令和５年度から建築工事に着手し、７年
度の完成を目指しています。

　取手駅東口地区との機能連携を図りつつ、都心らしい景観と環境空間の調和を生み出します。また、中心街区と
して各種情報の発信と、交流・活動の場を創出します。併せて市民サービス機能や都心居住機能の充実を図ります。

■開発コンセプトと導入機能

　通勤や通学に便利で、
緑に囲まれた都市型住宅
を配置します。
　子育て世代やシニア世
代が居住し、来訪者とと
もにまちににぎわいを創
出します。

都心居住機能

　市民や来訪者の利便性
を高める公共公益機能な
ど、市民サービス機能を
配置します。
　また、まちのにぎわい
を生み出す商業機能を配
置します。

市民サービス機能

　テラスを備えた飲食店
や屋外ギャラリー機能を
配置します。
　交通広場や道路に面す
る外観などを統一し、魅
力ある都市景観を創出し
ます。

都市環境機能

　ペデストリアンデッキ
と連続して、敷地内歩行
空間を配置します。
　この歩行空間は、街区
内の各施設と結ばれるほ
か、隣接する街区とも結
ばれます。

歩行空間機能

◆事業協力者による提案内容
〈施設機能〉
住宅・商業・業務・公共公益・駐車場・広
場・取手駅西口ペデストリアンデッキ直結
など

〈施設規模〉
地上30階建て、住宅戸数約250戸
※事業協力者が提案した内容であり、今後の協議などにより
変更となる場合があります

公共公益・商業

文化芸術・商業
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※事業協力者の提案概要は、平成29年度に提案された開発のイメージであり、
掲載された内容は確定したものではありません

■まちづくりの方針 地域が輝く活力拠点の創造を目指します。

▼事業協力者の公募
　市が、イオンモール株式会社・イオンタウン株式
会社共同事業体を事業協力者として選定しました。

■事業スケジュール

▼アクセスしやすいまちへ
　中心市街地との連携を強化し、環状線を活用した
公共交通ネットワークを構築します。これによりア
クセス性を向上させます。

▼未来につながるまちへ
　都市の利便性と自然が調和した、次世代に引き継ぐ環境
空間をつくります。
①自然と調和した「憩い」と「交流」を体感できる空間
②農地と連携した新たな都市空間で土と親しむ暮らし
③地産地消による農への理解と関心を深める交流空間

▼地域の情報発信拠点となるまちへ
　周辺地域の農業活性化に資する情報提供や直売、
また、周辺に立地する企業のPR・アンテナショップ
など、県内・市内の情報発信拠点をつくります。

▼ウェルネスが実感できるまちへ
　「スマートウェルネスとりで」※の目指すライフスタ
イルを提供するコミュニティ交流空間をつくります。
※「スマートウェルネスとりで」…健

けんこう
幸＝身体面の健康だけではなく、

人々が生きがいを感じ、安全安心で豊かに生活を送るためのまちづくり

▼準備組合が設立
　６月１日、「桑原地区土地区画整理準備組合」の設立
総会が開催され、事業スケジュールなどが決まりました。
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桑原地区　新しいまちづくり
　桑原地区では、準備組合（地権者）・事業協力者・市の３者が協
力し、土地区画整理事業によるまちづくりの準備作業を進めてい
ます。計画テーマは「新たな取手の『求心力』を担う活力創造拠点
づくり」です。多くの人が集い、交流することのできる商業テー
マパークの誘致を目指します。

国道６号

都市計画道路３・４・３号
上新町環状線（とりかん）

平成29年12月公募提案時
事業協力者提案概要　イメージ図

事業協力者：イオンモール株式会社・
イオンタウン株式会社共同事業体

至龍ケ崎

警察署

消防署

ＪＡとりで総合
医療センター

井野交差点
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桑原地区　新しいまちづくり

井野交差点付近から見たにぎわい風景イメージ 敷地南方角から見たイメージ

◆土地区画整理事業とは？
　土地区画整理事業は、道路、公園などの公共施設を
整備・改善し、土地の区画を整え、宅地の利用を図る
事業です。土地所有者から、少しずつ土地を提供して
もらい、道路、公園などの公共施設用地に充てます。
公共施設や宅地を整備することにより、宅地の利用価
値を高めます。

■桑原地区のまちづくりにより期待される効果
▼土地利用の長期的展望と地域経済への波及効果
　商業事業者や企業が、長期間にわたる土地利用を図
ることで、雇用の創出と市の活性化が期待されます。

▼多世代交流を生む都市空間の形成
　広域集客性のある時間消費型のレジャー空間が創出
され、交流人口の拡大が期待されます。

▼市の求心力向上
　取手駅周辺地区や藤代駅周辺地区と結ぶ公共交通
ネットワークの構築により、それぞれの地域が持つ都
市機能の相乗効果で市の求心力向上が期待されます。市機能の相乗効果で市の求心力向上が期待されます。

　「求心力を担う活力創造
拠点」の核となります。
　買い物や食事を楽しめ
るような、日常とは違う
時 間 を 過 ご せ る テ ー マ
パークのような大規模な
商業施設を目指します。

商業空間

　自然の中で地元企業と
提携をしたお店で飲食が
楽しめるような、「食と憩
いの空間」を創出します。

憩いの空間

　地区南北に公園を配置
し、集客拠点と一体となっ
た広場空間を形成します。
　市民や来訪者の方が、
ゆったりした時間を過ご
せるような親水公園を配
置します。

緑・親水の空間

　既成市街地や病院など
の便利な機能が集まって
いる利点を生かし、生活
を豊かにする個店が立ち
並びます。

多様な交流空間

◆土地区画整理事業における市の役割
　市は、準備組合が行う組合設立（事業認可）に向けた
事業計画（案）の作成や、関係権利者の合意形成を支援
するとともに、桑原地区の市街化区域編入に向けた都
市計画決定手続きや、市の助成要綱に基づく財政的な
支援を行っていきます。

■整備される空間の考え方

5  明日のとりでを 考える



施設イメージ
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▶ 展示準備も容易になります
　以前よりもギャラリー全体のスペースやバックヤードが広
くなりました。これによって展示用パネルの出し入れなど、
展示準備が楽に行えるようになります。

　ギャラリー全体での使用がないときは、オープンスペース
に市が所蔵する美術作品を展示予定です。これまでは展示が
ない場合は閉館していましたが、移転後はいつでも美術作品
を楽しめます。

▶ いつでも美術作品が展示される空間へ

新しいギャラリーのポイント

▶ 作品数でギャラリースペースを選択できます
　新しいギャラリーでは、２つのギャラリーとオープン
スペースに分けることができます。
※オープンスペースのみの貸し出しは行いません

オープン
スペース

▶
ギャラリー

ギャラリー
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❶
❷

❸❹ ❺

❻

▶学びあう環境　東京芸術大学の卒業・修了作品などの
保存・展示をするオープンアーカイブを設置。また対話
型鑑賞プログラム※を行い、多様な価値観を学び合います。

施設
❷東京芸大オープンアーカイブ
❹ラーニングルーム　❺工作室

▶発表の場　市民やアーティストなどが作品を発表する
場です。アートに親しむ環境をつくります。

施設　❶とりでアートギャラリー

たいけん美じゅつ場（VIVA）の主な機能  ※下記の施設名称は仮称で、変更になる場合があります

※対話型鑑賞プログラム…ニューヨーク近代美術館で発祥した、子供たちがグループで鑑賞し、作品への自由な感想を話し合い、作品について深く掘り下げる鑑賞方法

▶ まちなかの広場　「何をしてもいい、何もしなくてもい
い、利用者が主役になれる居場所」というコンセプトで、
読書や勉強、友人との会話に利用できるフリースペース
などを設置。この場ではイベントも行われる予定で、新
しい価値観や考え方に出会える場としても利用されます。

施設
❸ 大人の休日倶

く ら ぶ

楽部ライ
ブラリー
❻フリースペース

施設イメージ

❻

❻

取手市 × 東京芸術大学 × ＪＲ東日本 × アトレ による文化交流施設

駐車場へ

作品収蔵庫

　取手ウェルネスプラザで開催された「にこ
にこ元気なとりでっ子！作品展」に来場した方
に、VIVA に期待することなどを伺いました。

■今彩子さん・英介くん親子
　どのようなスペースにな
るのか楽しみです。子供が
小さいころからアートに触
れられることは、親にとっ
てもうれしいです。

■ 神田敬
た か ひ ろ

裕さんご家族
　斬新な芸術や手づくり作
品などを通して、様々な年
代の人々がふれ合える憩い
の場。そして取手市の魅力
が大きく広がる場になって
ほしいと思います。
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積
極
的
な

利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
と
り
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
入
る

ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
取
手
４
階
は
、
フ
ロ
ア

全
体
が
ア
ー
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
拠
点
・
複
合
文
化
交
流
施
設
﹁
た

い
け
ん
美
じ
ゅ
つ
場
﹂︵
愛
称
・
以
下

Ｖビ

バ

Ｉ
Ｖ
Ａ
︶
と
し
て
12
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
こ
れ
は
市
・
東
京
芸
術
大

学
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
ア
ト
レ
が
平
成
29

年
に
結
ん
だ
連
携
協
定
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
に
は
、
と
り
で
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
東
京
芸
術
大
学

ア
ー
ト
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

複
合
文
化
交
流
施
設

と
り
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
入
る

駅
ビ
ル
内
の
ア
ー
ト
拠
点
「
た
い
け
ん
美
じ
ゅ
つ
場ば

」

7  明日のとりでを 考える
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◆クッキングスタジオ（調理室）
　これまで、午前の時間帯は正午まででしたが、午前中に
調理を行い、完成した料理を昼食として食べる方が多い
ことから、10 月１日から、午前の時間帯を１時間延長し、
午後１時までとします。

利用区分 料金
９:00 ～ 12:00 1,500 円
13:00 ～ 17:00 2,000 円
18:00 ～ 21:00 1,500 円

➡
利用区分 料金

9 :00 ～ 13:00 2,000 円
14:00 ～ 17:00 1,500 円
18:00 ～ 21:00 1,500 円

変更前 変更後

　10 月１日から、他施設と同様に市外料金を設定します
（100 円→ 150 円 / １時間 など）。今後も遊具をより良い
状態で維持管理するための変更です。

◆キッズプレイルーム

　令和２年４月１日から、市立学校を除く市内の学校※が
教育の一環として事業を行うために施設を利用する際、使
用料が５割減額となります。市立学校については、従来通
り使用料は無料です。
※学校教育法第１条に規定する学校

◆使用料を減額する学校の範囲を拡大

より利用しやすく変わります

取手ウェルネスプラザ

子供が楽しく遊ぶキッズプレイルーム

 取手ウェルネスプラザ　☎７１－２１２２

　取手ウェルネスプラザは、令和元年 10 月でオープンか
ら５年目を迎えます。子供と一緒に遊んだり、ウェルネス
パークでのイベントなど、楽しい時間を過ごせるウェルネ
スプラザ。利用者数も順調に推移し、平成 30 年度は 20
万人を超える方が来館しました。
　市民の皆さんが、より利用しやすくなるように、下記の
変更などを行います。これまで以上に市民の皆さんの来場
をお待ちしています。

取手ウェルネスプラザ HP ▶ 

蘖（ひこばえ）  8


